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市
し
て
此
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承
け
て
宋
の
決
興
組
に
楚
僻
秘
誌

十

七
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り
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小

川

子

戸

支

り

て

誠

一

得

F
る
を
憾
み
、
禁
齢
集
誌
八
容
を
撰
し
て
章
セ
分
っ
て
訟
終
を
施

し
ー
叉
楚
辞
対
談
二
容
む
以
て
前
二
訟
の
謬
談
合
訂
一
止
せ
る
校
操
を
示
し
亡
。
以
下
明
e

滑
か
ι
経
て
、
泣
人
の
話
解
に
至
る
ま
で
指
示
ピ
加
す

る
こ
ど
間
一
一
…
皮
に
及
ぶ
税
で
ゐ
る
が
、
允
ハ
等
は
何
れ
色
主
・
洪
・
米
の
一
一
一
家
の
解
終
に
依
接
し
て
之
を
純
引
す
る
か
、
又
は
一
一
一
家
の
設
解
セ

説
存
す
る
楚
一
僻
鮮
側
刊
で
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も
古
い
る
の
は
、
後
漢
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洛
撰
の
楚
辞
章
何
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傘
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あ
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。

が
幣
制
誌
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機
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し
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巡
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註
鮮
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し
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ぷ
の
銭
円
木
之
の
離
綴
集
体

明
の
訟
畿
の
楚
僻
集
解
、
清
の
限
時
薙
の
楚
辞
疏
、
主
的
知
山
の
楚
齢
過
程
、
林
伶
一
叫
銘
の
楚
辞
段
、
持
践
の
山
都
開
設
楚
齢
、
路
復
の
楚
僻
新

設
、
主
邦
采
の
離
騒
会
一
訂
，
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授
の
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斌
説
、
附
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本
践
の
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僻
精
義
、
裁
に
近
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謝
無
念
の
離
騒
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新
緯
.
我
が
向
松
議
谷
の
楚
僻
考
で
め

4
0
0
 以

上
の
諸
家
の
話
解
金
総
稀
し
て
ね
ば
湾
設
と
い
ふ
の
で
み
る
。
隠
し
て
以
上

ω
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来
の
建
設
で
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離
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人
穏
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以
て
現
れ
る
怒
均
は
、
脱
出
史
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に
質
十
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せ
る
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原
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身
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で
ゐ
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
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訴
し
て
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印
刷
〈
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来
る
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検
討
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庶
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磯
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こ
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仁
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の
性
格
ど
決
定
す
る
事
一
℃
離
騒
と
は
一
鐙
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に
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検
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史
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。
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。
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燃
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す
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仁
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問
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加
涼
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に

切
に
な
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京
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今
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崎
市
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合
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総
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十
六
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章
何
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機
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d
q
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士
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っ
て
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主
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の
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劉
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介
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介
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仁
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又
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右
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十
五
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小
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見
え
に
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解
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も
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あ
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そ
の
根
源
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時
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宝
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史
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荷
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叉
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史
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し
て
の
版
践
の
名
字
合
体
ふ
る
む
得
た
る
も
の
と
い
ふ
推
定
の
も
と
に
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次
に
又
機
騒
な
げ
川
原
所
作
な
り
と
す
る
は
羽
存
の
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d
l
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悦
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例
法
多
」
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J
も
期
間
一
船
山
知
一
行
一
む

も

も

る
に
従
ふ
も
の
で
み
る
の
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o
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司
工
ぷ
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で
あ
っ
七
と
考
へ
ら
れ
る
o
時
代
を
下
っ
て
宋
の
決
関
山
川
へ
餓
榔
)
も
h

A

f

濯
♂
も
明
・
清
及
民
間
間
の
む
人
の
絡
は
v
者
も
説
見
の
及
ん
に
純

/
右
室
、

-
4
5計
¥

閣
内
い
で
は
漠
代
の
訴
訟
に
約
し
て
兵
合
唱
へ
て
ゐ
な
い
。
然
ら
ば
対
応
作
機
騒
は
決
以
米
の
完
訟
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
の
り
、
今
こ
の
完
投

に
謝
し
て
駁
す
べ
き
客
観
的
訟
採
ら
な
い
の
で
の
ふ
か
ら
従
来
の
定
訟
に
従
ふ
も
の
で
め
る
。

主
治
以
来
の

は
機
騒
'
f
m
m
原
所
作
'
と
す
る

に
よ
り
、
そ
の
中
に
出
て
京
市
る
余
な
る
第
一
人
総
は
府
涼
内
身
な
り
と
烈
定
し
、
又
町
制

向
が
九
歎
に
「
伊
仙
府
之
米
山
H
A
u
.

総
長
夜
之
m
m
w似
」
と
一
一
一
日
ひ
、
問
じ
く
九
歎
の
逢
紛
に
つ
兆
山
川
名
日
…
北
則
、
卦
後
字
日
怒
均
い
と
ひ
て
滋
均

は
郎
以
の
笈
乎
な
る
か
h

明
J

一
一
政
せ
る
に
伏
援
し
て
、
均
を
以
て
即
応
が
向
日
の
字
合
同
総
す
る
・
も
の
な
り
'
と
す
る
の
で
め
る
。
郎
も
援
均
は

抵
鱗
す
る
を
嫌
っ
て
、
王
議
は

笈
表
せ
る

mm郎
自
身
な
り
を
と
す
る
の
で
み
る
。
市
し
て
を
の
対
来
、
史
誌
の
照
涼
停
に
照
応
1

名
は
平
、
字
は
阪
な
り
と
明
一
一
一
目
す
る
記
事
と

;仔
E

E見
p

m
蹴
)
紳
也
、
均
，
調
也
、
一
一
一
一
向
:
安
物
均
視
点
拘
英
一
柳
於
地
、
高
平
日
応
、
故
父
一
例
熔
字
我
一
ね
涼
以
法
地
。
(
抑
制
)

¥
手
/
t
r
a

E
品
目
ひ
て
.
字
義
的
解
柊
ff
下
し
、
洪
側
(
知
山
は
こ
の
解
総
合
承
け
て
震
均
と
は
阪
と
乎
せ
る
意
義
伝
説
明
せ
る
な
り
(
鍛
蹴
)
と
公
ひ
、
又
治

d
F
4
4
'
r
g
v
 

の
陳
-
諮
問
も
此
の
訟
に
従
ひ
、
(
側
一
関
)
又
米
子
山
以
上
の
設
に
同
法
し
て
や
蚊
均
と
は
涼
の
字
の
実
穏
な
り
と
し
亡
。
(
賂
間
)
吏
に
又
、
活
の
蒋

践
は
怒
均
と
は
小
平
な
り
(
烈
間
関
誌
)
と
し
て
、
史
一
担
保
山
一
体
所
款
の
記
事
と
法
制
の
本
文
と
の
関
係
な
聯
絡
し
よ
う
と
努
力
し
七
。
明
の

認
定
「
銭
春
日
也
、
均

-9也
い
(
燃
側
)
士
一
一
一
口
ひ
m

清
の
主
総
山
も
同
じ
く
解
し
て
ゐ
る
(
鴎
糊
)
が
、
設
け
勾
の
ま
誤
解
刊
行
以
玉
川
辺
の
註
一
か
原
義

に
紅
一
ぃ
。
叉
絞
設
は
怒
均
と
は
照
原
の
一
ゃ
な
る
せ
る
な
り
、
sy--
ず
る
サ
人
選
の
五
鼠
誌
の
訟
に
絞
っ
て
、
原
?
字
と
す
る
は
太
史
公
の
訣

な
勺
?
と
し
に
。
市
し
て
賂
阪

一
ゃ
な
り
と
す
る
は
ト
足
。
漁
父
の
各
綴
に
賂
涼
と
絡
す
る
は
知
子
が
自
己
の
名
を
向
稀
す
る
な
り
?
と
解

の
践
を
な
し
、
且
つ
金
銭
の
旨
窓
よ
り
推
考
し
て
も
後
人
傑
作
の
疑
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が
め
り
、

す
る
に
擦
る
の
で
あ
る
。
黙
し
ト
討
・
漁
父
の
各
篇
は
整
然
た

ー
コ
克
-
}
h
L
3じ
り
寸
i
ぼ
h

山
怒
り
留
す
ふ
る
γ

灯
こ

I
I「
〆

前

日

l
E
J
t
H
n
u
tぞ
れ
μ
tト
t
J
i

，，
F
よ

i

問
山
口
涼
が
自
己
の
名
な
自
一
稿
、
す
る
な
り
と
す
る
根
強
に
掠
一
周
す
る
事
に
は
永
践
し
難
い
。

又
は
苧
で
み
つ
七
か
の
穿
震
は
徒
労

可
信
牲
を
認
め
七
以
上
、
在
設
一

ω
字
一
ふ
訟
は
従
ふ
を
符
立
い
の
一
知
広
の
交
際
一
の
字
が
原
で
み
つ
に
か
、
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で
あ
れ
ソ
‘
今
又
そ

ω
必
要
も
な
い
。
歌
誌
に
託
援
が
議
均
と
は
字
せ
る
義
を
務
せ
る
な
り
と
併
L
た
る
は
右
一
詩
人
家
の
解
終
に

者
会
)
F
h
い
譲
与
と
主
立
二
HA
乃

己
点
H
N

一zt
H
〆
L
r
v
¢

p
y
J
'
y
t
r
t
h

，t
ト

i
ル

f
L

の
奨
幼
併
な
り
と
す
る
米
子
の

し
い
。
お
の

に
従
っ
て
も
議
均
が
照
係
自
身
で
ゐ
る
と
す
る
限
り
、
現
質
問
作
と
絞
認
問
介

L
しの
m
M

に
陥
時
的
に
同
入
す
る
銭
均
な
る
人
物
の
牧
格
と
一
挙
設
の
分
裂
混
乱
は
，
宛
も
照
史
的
記
録
と
お
伽
話
の
、
主
人
公
と
ど
一
結
の
中
に

牧
め
七
る
如

し
き
混
乱
一
紋
態
に
な
る
の
で
ゐ
る
つ
一
間
一
弘
此
守
主
逸
は

鮮
総
之
文
、
牧
詩
取
興
、
引
一
剣
山
部
一
聡
，
故
山
一
羽
パ
烏
存
卒
以
問
山
沿
い
只
事
諜
禽
臭
物
以
比
議
仲
秋
、
設
作
美
人
以
怒
於
君
、
お
妃
校
女
以
警
賢
臣
、

ヘ
重
量
/

此
訟
驚
関
川
以
託
投
子
珍
繍
州
民
会
宛
以
免
小
人
。
(
目
付
E
n
)

J
E
r
~

、

E
一
一
一
口
ひ
て
修
辞
接
的
比
険
法
を
怒
川
し
、
朱
子
ば
亦
詩
の
六
義
の
斌
と
比
と
を
併
り
て
、
「
賦
市
比
」
「
比
海
紋
」
「
日
以
」
「
比
」
の
仰
の
修
辞

的
関
例
な
離
騒
の
各
京
に
向
山
(
ヘ
る
こ
と
に
接
っ
て
、

ら
れ
て
も
訟
に
猿
均
な
る
人
物
に

中
心
と
せ
る
叙
越
の
統
一
な
求
め
よ
う
と
し
に
。
此
に
よ
り

)
F
Z
J
立
主
U
Aリ

パ

ν
引
長
い
お

l
正
す

ヘ
込
れ
る
性
格
の
分
裂
は
訪

r得
な
か
っ
仁
。
設
に
米
子
は
修
辞
事
的
比
除
法
を
諮
問
す
る
解
料
の
倒

'
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;

f

j

c

L

a

'

 

制
m
'
r
Jイ
誌
と
じ
発
付
さ
ー

ω
修
辞
的
践
例
は
す
べ
て
「
比
市
拭
也
」
と
い
ふ
概
抗
的
問
論
を
下
し
て
し

寸
か

1
r
U
冷
げ
噌
弘
、

片
手
ィ
ノ
主
主

以
下
の

ま
つ
七
の
で
ゐ
る
つ
思
ふ
に
以
上
の
如

る
人
物
の
竹
格
革
諮
り
介
裂
混
乱
す
る
は
、

ヤ
十
一
治
以
下
の
議
誌
が
議
均
d
f
m
m
涼
白
身
な
り

と
し
、
離
騒
な
以
て
兆
も
m
m
原

ω自
叙
体
的
記
鈴
に
し
て
持
続
会
以
て
殺
を
孤
談
し
、
そ
の
悔
恨
む
求
め
に
る
な
り
ー
と
誤
認
し
七
る
に
法
凶

す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
主
滋
は

犬
離
級
之
文
，
伏
託
五
経
以
宿
一
同
弘
之
市
務
、
別
待
鋲
初
公
氏
、
時
世
妥
燐
也
、
都
秋
雨
以
お
側
、
別
作
的
問
符
期
、
側
ヤ
ボ
一
唆
川
崎

也
υ

タ
総
洲
一
之
杭
芥
.
則
易
機
能
初
一
川
也
.
伽
約
一
ふ
い
…
札
百
戸
在
足
、
山
川
日
仰
時
莱
ム
ハ
能
以
御
天
也
。
就
市
…
輩
出
版
斜
、
山
内
川
書
符
紙
之
謀
技
場
.

:
仁
乞

B
-
r

設
い
品
此

wm沙
流
沙
、
別
高
一
良
之
数
土
也
。
(
矧
げ
)

弘、

3
日
'
、
、
日
H
i
f
h
k
勺
J
ム
1
J
a
M
M
L

コ

J
Z仇
H
P

〈

広

州

'
d
h日
斗
ふ
J
u
-
-
b
t

叫
ム
ザ

つ
て
は
こ
の
怒
皮
は
大
分
殺
和
さ
れ
て
ゐ
る
が

し
:
る
フ
む
り
る
の
長
子
二

!
?
{
乙
v

d

f

J

♂吟

l

-
米
ピ
白
山
な
女
聞
か
的
立
場
に
立
つ

な
か
っ
仁
。
字
誌
の
訓
話
的
解
終
及
び
名
物
鮮
は

:
L
T九
〉

7
3

、
〉
〉

h

，

J
J
ぷ
H

州
語
、
ィ
l
L
ふ
μ

ド〆

従

ふ

バ

何

回

1山
内

1u'pw
寸
A

i
パス，
i
J
f
、lLJJ

ツ
円
必
十

L

各
ft
札へと

〆
t

，d
i
J
A
1
辺

、

川

JB璽

't

は
会
ノ
z

、
従
ふ

な
い
の
で
J

め
る
。

が
劣
い
の
で
み
る
が
、
そ
の

ヲ賓。
ι') 



し
て
み
よ
う
。

四

お
に
慨
に
絞
均
が
滋
賀
の
府
原
で
は
あ
り
川
げ
な
い
と
い
ふ
治
根
的
例
設
の
考
察
セ
試
み
、
ぞ
の
解
料
態
皮
に
減
っ
て
検
討
し
に
の
で
め
る

Q

然
ら
ば
譲
均
と
は
一
探
知
例
。
今
一
度
結
論
?
最
初
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
議
拘
と
は
笈
十
代
せ
る
m
m
涼
に
よ
っ
て
佼
恕
さ
れ
に
る
紳
例
的
性
格

が
ふ
竹
つ
わ
ん
滅
的
人
特
な
り
と
す
る
も
の
で
め
る
。
以
下
こ
の
訟
の
根
擦
と
す
る
所
な
述
べ
て
み
よ
う
。

五

(1) 

強
打
均
の
寂
苦
以
一
一
年
と
同
点
以
で
あ
司
ω
o

践
で
九
歌
・
天
間
(
内
閣
か
時
一
一
抗
日
以
怖
い
は
)
よ
り
安
子
の
用
例
な
摘
出
す
る
に
、
判
明
滅
が
一
柳

L
」
間
意
で
ゐ
る
場
合
と
、
山
門
紳
に
奉
仕
し
向
身
に
紳
ぞ
液
伏
せ
し
め
る
所
の
混
と
向
戎
で
め
る
場
合
と
め
る
。

ーリ

#
m点
。

is'Ha

;

t

i

l

l

 

f
r
l
v
w
F
A
i
l
J
M
m
 

援
連
時
分
脱
税
。
(
九
歌
一
雲
中
投
)
紳
ー
邸
雲
中
君
、
下
従
之
。

鍛
泉
山
口
九
分
段
降
。
(
同
右
〉

議
之
来
令
如
常
一
向
。
(
九
歌
湘
犬
人
〉
紳
邸
湘
夫
人
。

震
之
来
令
蔽
目
。
(
九
歌
東
君
〉
一
抑
制
W

来
君
。

謹
何
翁
司
令
水
中
。
(
九
歌
河
伯
〉
一
脚
部
河
他
。

的

(

離

騒

)

欲
少
m
m
此
譲
渡
令
。
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〔
互
設
い

〔
洪
詮
〕

〔
朱
設
〕

慈
し
社
涼
一

ふ
W

紳
之
所
夜
也
。
浪
、
内
有
背
攻
。

譲
渡
、
紳
之
所
在
也
。

録
、
紳
也
。
設
，

mハ
銀
山
明
。
文
如
淳
一
袋
、
以
脊
蓑
之
、
則
日
菅
波
。

或
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先
取
…
以
後
之
故
山
叫
。

的
問
滋
修
之
数
北
。

怨

mM修
之
治
務
分
。
(
以
上
段
騒
)

努
仮
援
分
妓
版
。
(
九
歌
…
来
的
治
太
一
〉

町
山
崎
町
川
以
昨
今
賢
妙
。
〈
九
鉄
東
党
〉

(L勺
W? 
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が
紳
の

「人ど
fn.、
、
デ
主
'
汚
・
7
ぷ
川
辺
一
コ
ー
し
〕

H
'
R
H
u

，
v

寸
向
日
ほ
山
市
a

れ
ぬ

t
h
u
-
c
，

了
刷
れ
ノ
ア
{
持
e

左
手
A
し

f
ν
γ
7
F
i
二
F
A
、一山がよ
L

し
J
1
i
r
i

町

3
j
J
バ
H
コ
L
4

九
‘
，

J
Jパ
μ
v
i

¥
も
/
い

L
任
体
、

♂

/ν

一
ノ
五
4

C) 

句
斗
申
之
古
月
汗
待
作
刊
は

F
J
ち

ι
ど、

'tv
稲川吋

{κ
・礼

1
年
れ

H
J
4
王
a
L
J
L
1
E
d
，z
p
t

ら
純
化
し
て
ち
紳
セ
砕
し
自
身
に
説
伏
せ
し
め
る
所
の
一
A
'
f
v
も
窓
味
す
る
の
で
ゐ
る
の

白
内
戸
川
口
]
、
F

J
H
r
n
μ
円

ν

で
は
な
い
。
然
し
い
肝
心
に
於
て
は
、
一
料
ハ

c
o
Oと

一
本
一
で
め
る
と
い
ふ

以
て
一
仰
と
間
交
と
す
る
は
い
叫
ん
に
限
つ

し
て
の

設
を
他
に
求
め
る
な
ら
ば
‘
山
一
例
縦
、
大
荒
同
紙
第
十
六
に

k
k
乙
'
伊

I
f
-
-・4

・F
I
司
4
9
λ
J
L
:
L
1
1
J
、，

I
'
T
j
-
f
i

、，

J

ノ
芳
三
ペ
マ
H

4

F
主
主
弓
念
日
刊
i
E
F
丹
F

M
皮
L
し

L
I
4い
O

平
五
千
ノ
下

zhい
え

え

i
E
-
Y
ミソ
//-K上九

E
C
L
A
d正
三
三
一
-
、

5
L
1
z・
1伝
、

:ι

z
d
M
J
A
L
ι
・
見
知
ル
ゴ
メ
予
主
女
J
H叫ん

V
H
t
M一
訳
・
見
張
プ
バ
詞
ア
バ
詔

:λ叶

じ
コ
品
成
知
夫
滋
，
間
川

ら
「
判
官
凶
し
な
る
忍
で
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
父
、

右
的
ト
守
山
内
者
」
で
ゐ
る
の
治
市
子
、
勝
一
形
訓
、
い
ぺ
京
成
府
北
パ
一
北
方
し
ア
の
お

争
入
ば
山
川
噌
『

1
h

と
を
同
}
。
、
，
、
，

J
v
n
A
い
ー
が
が
プ
一
世
カ
L
，

l
J

・，

L
a
m
U

ぞア

ト
民
の
ド
ザ
}
五
分
が
あ
る
。

F

1

，ハ
h

l

r

s

-

r

f

千
香
『
ト

h

‘、，

.> 
o) 

~L 

主足

レニ
A
J

、J
〉一、
j

j

ふ
ホ
斗
リ

y
y
t
-
メ
ル
か
じ
一
ル

m
k
l
F

L
9
J
O

ヨリ一、，

d
毛

vt

刀
義
主
と
し
て
ト
泣

/
し
官
ぺ
J
fぷ
一

ノ

つ
亡
も
の
で
み
る

(j) 

き
ぞ
1
4
て
J
M
L
Z
司
日
入
こ
2

4
i
t
y
t
;
F
i
h
Fノ
i

L

に
じ
司
王
ヘ
ケ

J
Y
人
区
、
J

自

u
i
hグ
h
i
i勾
F
W初

ア

J

山門フ

戸

tB一
ふ
山

fu

む
之
?
小
、
L
一
qM
む
O

F

F

L

才

J

F

U唱
え

1
パ

あ

な
認
定
し
符
る
の
で
あ
る
。
朱
一
ナ
が

む
ら
リ
、
先
司
付
与
し

砂

2
J
&

汀
比
二

i
J
A，
λ
F
U
-
-

で
は

し
七
も
の
で



7
J拾
!
人
手
げ
氏
、
る
詫
事

者
計

L
護
安
Z一

所
不
知
北
ハ
本
以
科
之
斤
μ

不
可
件
名
、
ぷ
双
材
中
山
由
、
非
一
A
也
。
へ
楚
騨
持
州
諸
~

f
w
h
e
t
-

〆

叫

1

6

e

M

f

上

九

歌

¥

へ
の
絡
ん
W

地
終
合
ぞ
の
以
誌
に
淑
っ
て
強
調
し
に
も
の
で
ゐ

41

に
本
来
的
に
万
一

へ
る
は
、
紳
と
し
て
の

混
と
し
て
の

ト
ベ
山
ハ
/
、

の
意
味
め
る
に
は
非
る
回
目
念
、
子
一
段
し
に
米
子
の
こ
の
解
料
は

で
ゐ
る
。

叉
近
人
千
一
関
維
が

楚
齢
之
議
，
殆
以
一
良
市
綾
川
ノ
之
川
者
自
o

北
ハ
制
部
一
糸
約
一
仰
亦

・
サ
ノ
}
斤
授
夜
、

'wv
へ月ゐ
/
}
3
1
2

、
支
持
之

5
3〉
ヘ
栄
光
戯
曲
史
第
一
章
J

引
九

1
1
2
7
1
4
h
a
H
ん
1

2

Z
一一一H
J

どを
b
t
τ
-
-一
古
車
五
代
之
戯
劇
}

混
と
し
で
の
寂
の
行
ふ
所
を
詳
説
す
る
は
悲
し
従
ふ
ぺ

茶
群
一
ル
一
之
中
必
有
線
一
利
之
衣
服
U
P
貌
動
作
才
、

I訂

1:;;;; 

t
Lル
人
‘

3
1
7
λ
・1
畠
)
主
こ

J
・4
A
U
-

-Jノミ

2
4
Fす
C
1
J
た
fu
一
…
-
は
{
一
主
主
判
」

楚
人
名
一
糸
魚
怒
子
」
と
め
る
を
引
い
仁
る
の
で
あ
り
、

~出品向一
)
1
f
k
n
北
見
せ
る

/
将
議

k

j

i

-

立
A
H
E
'
r
k
主
と
し
て
生

υ丸
へ

ζ

r
し

釘

l
p
p
a
y
V
-
J
-

，J
7
4

・
:
4
i
，t
、
v
t
f
ノ
，

で
め
る
。
阪
本
慨
が

「
楚
人
名
女
政
一

ど
い
ひ
て
、

p

，
)
?
一
)
}
コ
含

f
L
E
'
1
3
1
f弐
J
-
-

土
庁
仏
~
イ
L
3
1
4
/
〈

d
R
M
M

約

F
~
ト
~
川
仁

、
一
政
也
」
と
見
え
た
れ
ば
援
は
紳
よ
り
特
化
し
て
一
ホ
プ
主
設
す
事
は
疑
似
…
い
っ

一
肌
一
字
は
古
く
は
男
女
に

共
川
さ
れ
に
も
の
で
、

一
品
…
字
の
上
に
男
女
を
附
け
る
一
帯
に
よ
っ
て
性
の
践
例
ど
示
し
た
。
保
し
後
生
的
に
見
れ
ば
女
一
紘
一
の
方
が
先
に
出
で
に

も
の
で
あ
ら
う
。

の
阪
別
で
男
女
合
去
す
に
至
つ
七
の
は
同
一
一
泊
楚
一
治
下
の
「
花
見
日
観
、
在
女
日
一
ふ
一
」
よ
り
始
り
、
説
文
に
も
之
を
引
き
た

る
に
よ
る
の
で
あ
る
。

一一121一一

ぬ
窓
均
は
天
上
よ
り
降
来
せ
り
。

殺
庚
実
習
以
降
。

混
同
以
降
の
降
と
は

、，

双
威
将
タ
降
令
。
ハ
離
騒
〉

、

百
紳
務
其
儲
降
分
。
(
同
右
〉

議
胸
部
長
分
段
降
。
ハ
九
歌
雲
市
君
〉

と
言
へ
る
と
同
意

3
9
0
右
の
一
一
一
例
に
於
て
は
王
詑
以
下
切
に
天
上
よ
り
降
水
市
す
る
な
り
と
解
せ
り
。
然
ら
ぱ
「
吾
以
降
」
の
降
る
天
上
よ
り
降

来
せ
与
の
窓
で
あ
る
。
主
誌
以
下
の
域
内
設
何
れ
も
「
降
下
山
w
，
下
母
鐙
市
生
也
ー
一
と
解
し
て
ゐ
る
の
は

A

一
倍
引
の
解
で
あ
っ
て
従
ふ
主
役
な
い

Q



12丹，;..l'-' 

政
支
の
官
界
に
於
い
て
税
一
一
覧
に
生
れ
出
で
七
の
で
は
な
く
て
、

天
上
よ
り
税
一
支
の
地
芥
に
降
来
せ
り
と
い
ふ
の
で
ゐ
号
、
混
成
が
降
る
と
い

め
る
の
で
あ
る
。
援
均
は
天
上
よ
れ
ソ
符
来
れ
る
も
の
な
る
が
設
に
、

‘. 

の
路
な
り
と
し
て
，
父
と
訓
宇
る
は

¥
-
D
E
F
し
く
定
出
ク
疋

〈

TY--g吋
吉

夕

立

芦

良
部
長
夫
は
彼
合
見
て
初
伎
に
授
と
鈴

'なた

'
E噂

剣
山
叩
俗
t
J

集
一
問
、

叉
宋
の
銭
呆
之

名
4Tmm
つ
亡
の
で
J

の
る
つ
千
一
設
以
下
自
民

で
J

爪
り
る
。

v
と
し
て
、

賜
名
の
上
不
合
格
な
明
指
し
な
い
の
は
安
常
の
解
終
で
は
な
い
の
柏
市
考
の
一
字
を
取
っ
て
父
と
説
A
V

る
場
合
に
は

-JJヨ
Z
Zた
‘

'
肘
引
け
ペ
円
引
「
似
山
台
山

滋
成
考
功
。
(
天
間
〉

ghr-七
む
九
日
リ
リ

e
j

、

A
1
7
J
A
A
R
あ

35の
り
、

主
抱
一
の
誌
も
「
父
死
終
考
L

と
mw
一

γ

一
閃
し
て
足
る
。

内
試
を
父
字
に
訓
宇
る
別
例
七
見

市
も
父
字
JTm品
川
川
す
る
は
天
間
に
も
見
え
る
が
、

な
い

o
mる
に
山
口
討
を
長
天
と
訊
ぜ
る
は

Emm天
無
私
附
令
。

‘，
 

氏
刊
H
J
刊
H
4

ド
ヤ
L
弓
吋
川
T

品、F
O

μ
F
X
W

炉
内
索
引
デ
安
芝
居
今
一

、.

砂
降
良
之
赫
毅
一
分
。

九
ソ
日
ぐ
1
0
一
:
プ
ワ
o

E
畠

江
女
〈
f
J
夫
?
り
ヨ
、
百

ひ
，
叉
京
総
山

夫
也
し
(
一
般
蜘
…

τ設
さ
に
れ

制
十
る
は
安
山
首
で
め
る
。

仰
天
上
よ
り
降
来
の
年
月
日
を
す
べ
て
実
に
夜
り
と
す
。

‘

.

‘

‘

.

、

，

‘

，

‘

，

応
終
日
町

Y
L二
む

F
Iマ
h
v
d

，
Y

長
A

主
役
為
可
4
1九
千
F
O

読
書
d
y
-
-
m
m判
令
官
浮
雲
芝
l
r

手

宙
開
必
仲
F
M辛
口
、
、

普
段
平
凡
忍
キ
ヨ
ノ

伊

川

?

¥

"

"

っ

y
、、一J

、九
C
L
P
主

zi

拘
パ
川
匂

I
ノ
仁
一
イ
パ

J
F
J
4
d
M
y
rト

:

〉

3
1

、.

1
ご
J
G
f
t
J

正
月
日
限
い
と
ゐ
る
。
こ
の
一
磁
雅
の
捻
切
に
従
っ
て
.
我
が
時
松
議
谷
は

版、

m
m
也
.

一
政
之
始
、

己
負
手
、
い
し
ま
立
ち
ら
え

H
1
J
j
I
I
、一弘
U
L
ュ
え
1
3

ミ
J

立
正
f
:
1
4
1二
L
j
1
4
イ
;

f
S
A
-
-
m
w

芭
計
五
r
y
F
L
づ
m
m
m
uセ

-
i
・
・
イ
/
玄

J42
ブ
m
M
A
P
iノ布一江

ム
門
戸
行
段
、

み
u
P
4
L

ん
枇
…
有
移
動
。
〈
楚
齢
考
)

を
説
明
し
て
ゐ
る
。
間
制
炎
武
も

n 

-
品
、
立
子

1
5，e

ゆ

か

L
i菜
、
ふ
え

1
k
a

F
告
主
う
よ

2
4
d
F
4
y
p
fよ
i
f
w

ヘ

日

知

鍛

袋

二

十

/

f

官
人
必
以
日
月
繋
年
、

っ
て
結
り
、
部
ら
昨
涼
の
年
月
日
は
す
べ
て
交
に

る
の
で
ゐ
る
。
仰
い
取
一
九
九
武
が
民
子

ω
生
年
月
日
と
見
仁
の
は
常
七
件
な
い
。

朱
子
は
「
以
今
芳
之
‘
丹
竹
内
慰
安
，
市
政
例
制
未
必
寅
也

J

ひ
て
年
月
日
が
山
氏
に
夜
る
は
天
文
界
総
十
仰
の
税
殺
な
る



し
く
沖
池
百
し
に

W
M
M
q
d
可
a
n
e
dハ
}

』

J

る
も
の
で
あ
ザ
Q
O

除
問
思
が
こ
の
仰
が
あ
る
に
よ
り
、
服
販
の
生
年
月
日
と
他
の
年
歳
ケ
推
定
す
る
事
が
出
来
る
、
(
間
一
川
一
附
?
?
と
す
る

ω

，
F
F
よ

ま

庁

、

は
援
均
を
府
間
以
一
と
見
て
、
こ
の
何
は
彼
の
究
際
の
生
年
月
日
を
述
べ
仁
も
の
と
誤
解
し
七
か
ら
で
ゐ
る

o
mし
て
貨
の
年
月
日
は
見
街
山
に

住
ん
で
不
老
不
死
の
擦
を
布
っ
と
公
は
れ
る
関
手
け
ぴ
に
問
問
係
予
架
い
川
口
一
一
時
中
間
ゾ
的
問
)
の
で
あ
る
か
ら
・
怒
均
に
つ
い
て
の
双
…
的
特
裕
ゲ
ニ
亦

9

1

i

J

j

智
説
ρ
土
山
中
形
ラ
¥

し
て
ゐ
る
こ
と
は
別
で
あ
る
。

士
一
一
践
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
天
界
稀
に
あ
る
初
公
合
以
て
降
年
月
日
と
せ
る
は
、
議
均
の
地
上
降
来
の
年
月
日

(4) 

次
に
は
不
…
に
謝
し
て
仰
慕
の
情
ぞ
寄
せ
税
氾
の
感
情
JT
持
し
て
ゐ
る
こ
と
で
め
る
。

蛾
不
府
於
今
之
人
分
.
問
料
伎
町
伊
成
之
議
刻
。

栄
一
勢
一
茅
以
ル
廷
m本
令
、
命
鍛
気
持
川
余
点
之
。

忍
成
将
タ
降
今
、
際
松
山
相
関
嬰
之
。

一
払
コ
タ
グ
定
主
主
ア
}
庁
号
。

3
T
H
H
4
4
4
H
H
L
伝川

C
ど
!
ノ
上
/

山
山
砂
川
般
に
、
「
開
明
一
米
布
一
山
…
珍
一
生
苧
忍
防
走
路
e
M
け
ん
去
相
」
(
側
一
ヰ
絞
)
と
あ
り
、
叉
.
大
荒
之
中
:
・

2
松
山
、
め
除
去
邸
京
一
扮
・

払……

v-一紘一姑
i
・e-
十
五
従
一
此
升
竺
(
弘
山
一
川
総
)
主
党
え
で
肘
れ
ば
診
成
と
は
沼
野
友
成
の
二
人
の
辺
な
ら
ん
?
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
る

Q

ー一....123'同市町

議
均
と
呑
革

問
地
江
離
輿
砕
草
分
、
部
秋
雨
以
怨
似
。

墜
木
根
以
結
琵
今
、
安
静
嘉
之
落
葉

Q

矯
欝
校
以
縁
関
令
、
索
前
総
之
滋
緩
。

裂
一
支
荷
以
濡
衣
今
、
俊
製
英
家
以
沼
袋
。

折
婆
校
以
総
係
。

銃
替
会
一
以
議
緩
今
.
叉
め
之
以
…
拘
置
P

(5) 



一一124一一日

以
上
は
倫
相
均
が
身
に
ま
と
ひ
、
鍬
び
る
・
も
の
で
す
べ
て
存
平
で
す
る
。
又

朝
家
沈
之
木
競
ゐ

J

，
タ
椛
洲
之
宿
芥
。

概
…
茄
慈
以
掩
沸
ー
今
、
窮
余
襟
之
浪
浪
。

1
f
r

ゐ
り
、
手
に
謬
り
撹
る
も
の
も
亦
呑
卒
で
み
る
。

'A
小
銃
滋
均
之
九
碗
Q
J
，
叉
樹
慈
之
百
略
。

L
ニ
刀
川
リ
ヂ
迂
一
託
、
は
M
A
-
-
L
J
、
辛
仰
向
ト
H

・5
主
主
7
4
?
に
o

酎
予
オ
グ
旦
/
者
耳
づ
一
謀
本
初
日
比
ノ

7
4
J

山
川
内
校
猿
之
峻
茂
分
、
間
挨
時
乎
沼
口
将
刈
。

の
繁
茂
す
る
ヤ
伎
ち
て
之
を
刈
り
取
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
の
例
以
外
に
t
J
亦
多
く
見
え
、
す
べ
て
沢
川
市
は

江
離
，
僻
芳
、
関
ハ
秋
繭
)
，
木
閥
、
向
間
協
、
慈
、
宮
、
孫
ハ
求
。
G
，
m
m
夷
、
拐
一
卒
、
国
位
、
社
街
、
巾
椋
.
芳
主
、
砕
議
、
胡
料
、
支
待
、

界
、
茄
惑
の
十
九
絡
に
上
り
ち
こ
れ
ら
の
な
衣
裳
e

保
飾
・
縫
請
に
別
ゐ
た
の
で
ゐ
る
。
又
孫
(
茶
)
の
如
き
容
平
合
作
つ
も
の

も
ゐ
つ
わ
ん
や
う
で
め
る
o
m
m
…
ら
ば
こ
の
怒
均
は
芥
草
中
本
り
、

-
と
あ
り
も
こ
れ
ら
の

と

呼
ぶ
一
帯
か
ら
、
之
を
以
て
万
一
に
和
裕
治
す

し
て
紳
に
奉
仕
す
る
所
の
一
法
的
人
格
で
ゐ
る
。
九
紙
、
一
忠
良
太
一
に
は

窓
枠
把
今
一
環
芳
、
慈
者
中
川
…
今
鴎
務
、
日
終
杭
消
口
付

J

紋
築
、
均
約
令
指
抜
.
疏
綬
節
分
川
女
歌
、
陳
何
十
琵
ふ
け

J

約
一
倍
策
偲
寒
爪
ツ
仇
次
郎
事
方
非
非
令
泌
品
A
J

E
見
文
、
叉
禁
中
沼
に
は
.
「
浴
閥
均
今
休
芳
喰
来
一

主
あ
り
、
来
車
…
太
…
・
小
、
討
中
設
は
泌
が
一
双
山
八
九
太
了

こ
ま
と
子
一
子
暢
』
や

ア

L
こ

t
t
J
d
e

あ
り
.
更
に
叉
向
く
九
獄
、
開
兆
に
は
「
体
古
今
代
狩
.
妙
女
俗
寸
分
持
問
問
」

な
る
紳

hr
祭
る
款
で
め
る
。
椴
魂
は
れ
れ
ん
の
情
泌
JC
駄
つ
に
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

此
等
の
款
に
よ
っ
て
も
分
る
や
う
に
、
一
体
…
は
芥
一
物
を
供
ヘ
、
芳
待
の
川
切
に
浴
し
て
，
脊
叶
棋
を
身
に
ま
と
ひ
手
に
持
っ
て
舞
歌
し
て
糾
合
降

し
も
一
仰
な
法
り
、
以
て
紳
を
梨
ま
し
め
仁
の
で
あ
る
。
既
に
然
ら
ば
こ
の

一
政
的
人
格
で
め
っ
七
と
想
定
せ
ら
れ
る
の
で
や
る
。
叉
籾

タ
こ
え
芝
安
心
も
〉
:
氷
山
母
〉
者
写
'
f
t
J
へお

a
p
i
をノ
J

F

7

6

ム
ペ
サ
ペ

i
c
m
m
P
3
2プ〆

で
み

の
神
仙
的
素
質
全
治
す
も
の
で
め
る
。

、、
‘

1
'〆

μυ (
 

中
心
・
と
す
る
足
後
一
紳
話



ハ
二
納
五
札
以
梁

J

内
品
分
マ

持
農
民
冬
子
HTIL

-
王
者
工
事
方
念
f
f
f竺

欲
少
mm
此
簸
演
令

寄
令
裁
和
弥
節
分

路
品
児
奨
北
ハ
侍
遼
令

飲
ぷ
刻
印
刈
於
成
油
必

J

折
若
木
以
綿
日
分

前
一
刊
誌
好
使
先
鱗
今

驚
泉
食
会
先
戒
サ

張
問
令
関
川
脱
却
飛
総
今

縮
刷
風
屯
北
九
相
離
分

紛
線
総
其
離
令
令

苔
令
帝
縄
問
問
問
司
令

時
稜
稜
共
将
務
今

今
一
〉
朝
一
辺
問
符
擁
於
白
水
令

忽
反
額
一
以
流
沸
令

議
菩
遊
此
春
寄
守

支
築
議
之
来
落
令

諮
問
令
繋
竣
薬
雲
令

骨一一125戸帝時

涜
伸
明
風
会
上
征

タ
会
一
帯
一
乎
燃
問

日
忽
忽
共
将
校
郡

培
崎
山
際
市
勿
迫

減
問
符
上
下
一
向
求
采

線
会
特
乎
扶
桑

聯
泣
治
以
和
平

後
飛
燦
使
奔
問
刷

協
向
台
余
以
米
共

議
之
以
日
夜

的
叩
…
一
時
露
間
楽
御

務
陵
離
北
ハ
上
下

待
問
問
問
而
翠
予

給
酪
爾
市
延
作

設
関
風
向
繰
馬

哀
高
正
之
鈍
…
女

折
婆
校
以
綾
保

純
一
下
女
之
可
諮

求
窓
妃
之
所
在
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浮
寸
執
委
l
♀
347・
3

ス
J

a
r
β
Uま
舟
1
8
4
るか一一一一
E
'
(

紛
務
総
北
パ
離
合
今

夕
鶴
次
於
第
一
ゐ
今

ハ一一一
V

透
海
道
夫
昆
器
令

拐
雲
寛
之
崎
務
分

籾
禁
制
物
於
天
体
分

間
州
問
料
実
兆
承
耕
令

忽
一
宮
行
此
流
沙
今

p

糖
絞
諮
以
梁
律
令

路
作
法
以
多
穀
分

五
土
、
肉
U
1
1
4
2
二H
山
ず

L
J

i
耳
F
ρ
!
4
b
車
も

屯
A

沢
一
平
主
(
千
衆
分

p
q
t
L
h
ロu-r
プ句
O
M
~椋
M
L
F

布
?
ノ
糸
口
付
JJι
恥
妙
手
伽
抄
ふ
w

w
Hド
プ
ハ

f
s
j
p
'
r戸
け

μ
L
P

立
与
江
間
取
4

釘

u
d
d

去、

L
砂
川
勺
げ
は
訟
を
3
L
J

Z
j詑
H
安
一
も
も

吾
令
寒
修
以
ゑ
理

甘

q
M
'弘
叩
収

l
H
h瓦
ト
ヤ
'
糸
町
内
氏
一
九

J-

b
J
Z
4本
込
山
小
ゴ
/
詰
夫
、
リ
コ
一

朝
務
髪
於
涜
袋

路
修
涼
一
以
濁
流

鳴
五
繁
之
欧
敬

タ
余
五
乎
四
極

高
銘
銘
之
祭
実

透
赤
水
…
問
符
mmハ

行

μ門川

R
J
1・4

は
お
~
じ
J
P
F
E
'

谷川

p
f
i
f
e、手
F
J

意
恥
依
存
史
堅
守

制

MM
・-
f
v
r
h
g
J
r
n
t
λ
ヰ
S

4
寸
a

持
問
海
以
効
期

採
寸
じ
れ
ふ
入
品
げ
は
ト
V
H
山
山
山

[万

Y
ご

仲

宗

m
J
，H

U

4
バ
拡
広
り

紋
祭
旗
之
一
夜
蛇

一
例
一
向
馳
之
恕
透

明
伎
日
以
始
ω川
市

れ
ど
ほ
珪

4

》工、

，s
，、“，

1
1
W
4
作

tt'ι
‘

同
海
之
階
、
流
沙
之
浪
、
赤
水
之
後
、
泉
水
之
前
有
犬
山
、
名
日

一J
3
A
i
E
ま
o

ヘ
大
荒
持
統
/

4
F
Y
ミ
L

f
第
十
六
」

?
と
あ
り
、
此
の
僚
の
郭
撲
詑
引
将
一
潟

4

w

主
主

i

l

z
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宇
z
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誕
wm

民
世
千
ヂ
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、
戸
民

ふ
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η

人生
h

精
子
設
に
杉
浦
川
窃
寝
泊
バ
二
之
、

4
1
7
V
4
v
v
i
h
n
f
m
1・寸
J
r
-
L
d
/
，r
J
d
f
t
p
t
p
t

ほ
布
流
沙
之



均
一
」
と
見
え
七
れ
ば
、
良
川
市
の
山
は
閉
山
砂
の
前
、
流
沙

ω
一
試
に
柁
h

り
て
同
五
母
の
対
る
山
で
あ
る
。
見
青
山

件
の
住
む
所
と
し
て
文

那
古
代
人
に
、
氷
遠
の
や
…
仰
と
平
和
と
不
死
'
y
d
J
V
村
山
念
せ
し
め
て
ゐ
七
。
又
出
品
衛
山
は
天
の
巾
柱
と
し
て
、
天
界
と
地
出
作
と
か
止
一
通
十
る
路
が
ゐ

く
上
れ
ば
上
る
科
料
に
近
付
く
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
に
の
で
あ
る
。
議
均
の
笠
つ
に

号

、

之

宮

設

れ

ば

天

一

が

出

来

、

足

浴

山

間
風
の
山
は
治
市
子
熔
一
M
P
別
に
よ
れ
ば
、
山
口
凡
松
山
の
上
る
う
…
併
一
ぬ
い
山
で
め
り
、
こ
の
山
ぞ
設
れ
ば
不
死
と
な
る
o
m
m
同
の
山
は
一
見
に
お

す

き
が
倍
し
、
之
に
登
れ
ば
誌
と
な
る
の
で
め
る
。
印
し
て
氏
一
出
合
佼
ふ
事
が
出
来
る
の
で
み
る
。
窓
均
は
正
し
く
風
伯
の
飛
段
、
ぽ
仰
の

騒
を
使
役
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
日
仰
の
義
和
や
月
仰
の
忠
好
守
も
版
伎
し
て
活
り
、
箆
均
は
山
丸
山
〈
川
一
柳
誌
に
於
け
る
主
人
公
と
し
て
、
一
例
仙

的
性
絡
を
説
明
し
く
変
説
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

o
mし
て
強
度
か
天
に
一
泊
三
ず
る
山
岳
命
山
に
な
っ
て
も
、
地
上
の
人
間
的
背
悩
を
一
深
刻
に
憾
験
し

な
が
ら
色
、
人
間
的
な
感
情
セ
す
べ
て
断
切
っ
て
地
上
七
去
る
を
件
、
な
か
っ
た
所
に
一
段
と
し
て
の
人
間
的
根
族
七
主
援
し
七
も
の
で
ゐ
っ
て
、

訟
に
仰
慕
ず
る
一
体
一
診
、
本
一
成

ω股
る
一
大
尽
へ
の
後
足
セ
伏
立
し
に
所
に
妓
均
の
紳
仙
的
性
格
ど
強
く
主
張
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
o

時
し
て
以

上
の
如
く
援
均
を
足
掛
山
に
滋
ば
し
め
、
之
に
紳
仙
的
竹
柊
士
郎
(
へ
て
ゐ
る
事
は
南
方
荊
楚
の
風
気
に
よ
っ
て
成
長
し
に
超
人
間
的
思
犯
と

常
時
楚
に
流
体
し
て
ゐ
に
良
橋
紳
話
に
射
す
る
一
般
の
信
仰
な
反
映
す
る
も
の
で
め
る
。

器
開

結

以
上
の
校
践
に
立
っ
て
議
均
な
る
人
物
を
考
察
す
る
に
切
に
忍
的
人
格
で
ゐ
り
、
河
も
神
仙
的
性
格
を
附
呉
さ
れ
て
ゐ
る
所
の
佼
想
的
人

一一~ 1~7-ーー

物
で
司
馬
長
期
の
子
庶
賦
に
見
え
る
亡
先
公
や
お
有
先
生
の
如
き
人
物
で
あ
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
o

或
は
も
し
も
如
何
設
セ
し
て
文
砕
を

援
し
て
解
緯
を
さ
せ
に
な
ら
ば
ち
絞
想
的
原
阪
が
郡
山
机
想
的
怒
均
な
り
?
と
解
し
七
の
か
も
し
れ
ぬ
と
推
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
こ
の
訟
に
お

し
て
は
何
等
兵
J
C
m
m
へ
る
べ
き
で
は
な
く
、
絞
恕
m介
じ
於
い
て
阿
川
原
は
寂
均
と
一
者
と
な
る
o

然
ら
ば
も
と
よ
り
怒
均
は
現
貨
の
阿
川
原
自
身

の
辞
意
が
然
り
と
す
る
な
ら
ば
、
日
川
原
は
鮫
川
公
開
作
に
於
け
る
自
己
〈
品
川
川
口
勾
)
に
万
一
的
人
絡
全
呉

で
は
の
り
符
な
い
の
で
ゐ
っ
て
‘

事

b
T
レ
g
b

か
ら
下
し
得
る
の
で
あ
る
ο
史
記
山
知
成
体
及
新
序
邸
士
舘
に
よ
れ
ば
、
府
原
は
楚
の
一
一
…
姓
の
中
で
あ
り
な
が
ら
、
不
惑
に
移

つ
大
ら
し
く
、
か
く
の
如
き
域
惑
が
離
騒
削
減
作
の
動
機
と
な
ら
、
叉
そ
れ
を
反
映
す
る
事
も
可
能
で
ゐ
る
か
ら
‘
総
騒
が
懐
五
及
紅
側
の

ヘ
に
と
い
ふ
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に
質
せ
ら
れ
七
般
滋
と
不
遇
に
お
す
る
不
滅
と
、
認
も
楚
を
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
七
ら
う
が
、
途
に
結
思
し
て
議
経
し
よ
う
と
し
仁
策

を
寓
し
た
る
の
で
は
な
い
。
叉
捻
先
日
間
際
午
一
在
年
代

持
を
…
脱
税
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
事
は
想
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
以
て
認
識
の

の
税
関
末
吋
〆
合
同
世
紀
か
ら
一
一
一
世
記
に
か
け
て
は
，
朱
子
が
九
歌
序
に
壬
惑
の
序
を
数
約
し
て

す
鷲
南
部
之
色
事
一
お
湘
之
問
、
北
〈
俗
信
鬼
話
好
記
、
サ
ム
ハ
詑
必
夜
一
組
問
凶
作
繁
歌
舞
以
娯
一
脚
。

と
設
け
る
如
く
、
楚
に
は
一
兆
が
援
に
括
躍
し
、
殊
に
民
間
の
祭
認
に
於
て
盛
で
あ
っ
亡
。
而
も
一
方
に
は
忌
米
関
榊
認
が
一
例
に

っ
て
南
方
に
体
一

J

訴
さ
れ
て
ゐ
七
で
め
ら
う
の
市
し
て
一
紘
一
は
…
ザ
ダ
祭
ま
し
め
る
事
か
ら
科

J

ピ
祭
司
令
人
を
祭
ま
し
め
る
に
移
り
、
設
に
演
劇
的
な

務
芽
が
ん
一
じ
，
五
は

h
f
z
f
mな
役
割
を
有
つ
に
一
金
つ
七
と
怒
は
れ
る
。
然
ら
ば
斯
る
説
…
交
の
一
品
の
布
つ
従
来
か
ら
の
又
は
新
加
の
職
鉄
骨
と

い
ふ
も
の
を
‘
仮
想
し
七
銭
均
な
る
人
格
に
興
へ
七
も
の
で
ゐ
ら
う
と
忍
ば
れ
る
。
従
っ
て
怒
均
は
一
事
紳
歌
飾
付
の
混
と
し
て
‘
ト
占
の
一
兆
と
し

へ
る
訴
に
よ

で
、
又
紳
知
的
な
る
混
と
し
て
表
現
さ
れ
て
印
刷
る
の
で
あ
る
が
、
新
る
複

λ

守
的
性
格
JY
有
つ

結
局
一
品
的
人
格
に
統
合
さ
れ
て
ゐ
る
の

で
め
っ
て
，

そ
の
性
格
一
の
各
一
間
が
呉
時
的
に
現
れ
て
ゐ
る
ピ
げ
で
あ
る
。
然
ら
ば
本
一
的
人
格
を
作
中
に
主
人
公
と
し
に
の
は
何
故
か
と
い
ふ

い
忠
ふ
に
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
望
丸
の
一
訟
の
宿
つ
歌
諦
詞
(
精
一
明
肘
抑
制
壮
一
山
一
切
航
空
附
)
に
依
っ
て

へ
る
如
く
離
騒
は
自
議
箆
の
務
格
劇
部
で
あ
っ
七
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
忠
ふ
も
の
で
め
る
。

狭
間
が
・
生
十
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の

制
約
さ
れ
仁
も
の
で
、
或
は
謝
無
意
の

1"¥ 

HIミ
来日
十

円ト

十、J
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